
※時間割・テーマ等が変更となる場合があります。予めご了承ください。 
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日 

時 間 テ ー マ 講 師 （敬称略） 

10:20 頃～ オンライン講座の事前案内 

10:30～11:45 
人として生きる原点とこころの芯： 

幼い子どもらから学ぶ 
渡辺  久子 

11:45～12：45               休      憩 

12:45～14:00 命のつながり 中村  道也 

14:10～15:25 
原発事故災害と子ども： 

子どもたちに起きた出来事から考える 
鈴木    薫 

15:35～16:50 儲けファーストからいのち優先に変えられないか 長谷川 京子 

＊当財団（講座）は「臨床心理士」資格取得者の研修機会として、（公財）日本臨床心理士資格認定協会より「短期型研修会       
（ワークショップ）」の承認を受けております。＜承認期間：2022 年 7 月 2 日～2027 年 7 月 1 日 承認番号：20210392＞ 
なお、本講座は 2 ポイント（予定）となります。 

 

 期    日： 2025年 3月 19日（水）・22日（土）のいずれかのご希望日 

            ※ご希望日を必ず受講希望日欄にご記入・ご入力ください 

受講対象： 医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他 

申込期限： 2025年 3月 7日（金）（お申込みは先着順となりますが、期限前に募集を終了する場合がございます） 

受 講 料： 7,500円（税込み） 

配信方法： 『Cisco Webex』を使用し、配信  ※事前承認制です 

           本講座は事前にビデオ収録し、当日オンラインで配信する講座です  

主    催： 公益財団法人 明治安田こころの健康財団     TEL 03-3986-7021 

東京都豊島区高田３-１９-１０ 

 

  ★☆★ 出講講師 ★☆★  

渡辺  久子 先生：LIFE DEVELOPMENT CENTER 渡邊醫院 副院長 児童精神科医 

中村  道也 先生：NPO法人丹沢自然保護協会 理事長 

鈴木   薫   先生：認定 NPO法人いわき放射能市民測定室 理事長 

長谷川 京子 先生：のぞみ法律事務所 弁護士 
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＜プログラム＞ 

 

本講座はオンライン講座です 



 

 

オンライン講座申込み時の注意事項 

あらかじめ下記の注意事項をご確認・ご了承の上、お申込みいただきますようお願いいたします。 

■ 本講座は、「Cisco Webex」を用いて実施するオンライン講座です。 

  講座への参加、講義資料のダウンロードは PC 環境での実施を推奨しております。 

  なお、当財団では講座開催中の「Cisco Webex」や PC 環境・機器等に関するお問い合わせへは

対応しておりません。 

■ 講座受講にあたり、インターネット環境（Wi-Fi 等）・PC 等の機器環境は受講者の責任において

ご準備ください。ご自身の PC 等機器環境、インターネット回線の障害等による講座参加上のト

ラブルにつきましては、当財団では責任を負いかねます。 

■ 講義資料につきましては、講座開催日の 1～2 週間前をめどにダウンロード用 URL をお送りいた

します。各自ダウンロードの上、ご受講ください。 

  本資料・本 URL の使用は本講座受講者に限ります。URL を第三者へ共有すること、資料の二次利

用は固くお断りいたします。これらの行為が発覚次第、著作権・肖像権侵害として対処させていた

だくことがございます。 

■ 本講座の撮影、録画、録音は禁止します。 

子どもは子どもだから子どもでいい、と一昔前の大人は地域ぐるみで子どもの遊びや甘えを守りました。

戦後の高度経済成長は効率中心の競争社会を生みだし、子どもの健やかな発達環境は壊され続けていま

す。今全国で虐待、不登校、引きこもり、いじめが増加し続け、ものいえぬ子どもの苦しみは蔓延しています。

世界では地球の温暖化、生態系破壊や戦争により多くの命が失われ難民が増加し、地球上の子どもの今

と未来はかつてなく深刻です。 

人は殺しあい、自然を破壊するように生まれついてはいません。人類学や乳幼児精神保健学は、人が今

の脳の大きさに進化した 50万年前に、言葉をもたない状態で「人間性のモラル」を発揮し、人特有の共感

力により、思いやりを示し力を合わせて困難に取り組んできたことを実証しています。どこから私たち人間は

道をそれたのでしょうか？ 

本講座では、地球が危機に直面する今、いのちの原点に立ち戻り、ものいえぬ子どもの不安や苦しみを

自分ごととしてとらえなおすことを目指します。私たち大人が次世代に対する責任を自覚し、地道な実践に

より子どもの今と未来を少しでも明るくしたいのです。講師は、丹沢自然保護協会の「森の学校」で命のつ

ながりを伝える中村道也さん。放射能汚染地域における困難な育児の課題に取り組む「放射能市民測定

室たらちね」の鈴木薫さん。子どもの人権保障を阻む日本社会の歴史的問題を解明する弁護士の長谷川

京子さん。そして半世紀にわたり子どもの心のＳＯＳとむきあう児童精神科医の渡辺久子です。 

子どもとこころの問題にかかわるすべての人にお薦めいたします。 

 【企画  渡辺 久子：LIFE DEVELOPMENT CENTER 渡邊醫院 副院長 児童精神科医】 

オンライン講座申込み時の注意事項 


